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Ulvaceae アオサ科

Ulva japonica (HOL阻 s)PAPENFUSS ヤプレグサ

Journ. Linn. Soc.， Vol. 56， 19， p. 303 

in OKUMURA (1928) p. 188， pl. 250， figs. 1-4; (1936) p. 11， fig. 4. 

under Letterstedtia japonica HOLMES. 

本邦i，¥it帯産の穫として知られているとの海藻は最近田中博士 (1956，'60) 

によって琉球列島の北に位置する奄美大島及び与論島からも報告されてい

る。今回筆者は本種を沖縄島の最北端の辺戸で採集する乙とができた。

本邦温帯産の種類と考えられているもので沖縄島を南限とする種類が幾

っかあるが，その中には沖縄島北部の沿岸にのみ局生するものがある。後述

しであるフクロフノリもその一つである。

産地: 低潮線附近の礁壁に着生，沖縄島辺戸 (No.1071)。

Ulva fasciata DILILE リボンアオサ

in TAYLOR (1942) p. 14; (1960) p. 66， pl. 1， fig. 4. 

本種は山田博士(1935)によって台湾から報告されて以来，本邦暖海の沿

岸にも広く分布しているととが知られている(瀬川， 1956)。 琉球列島l乙於て

は奄美大島(田中，1956)及び与論島(田中， 1960)から報告されており，沖縄

島にも産することを知った。

長さは 40cm位に迷する。

産地: さんど礁からなる潮間帯下部附近のタイドプ戸Jレの側壁lこ着生，

沖縄島米須 (No.1930)。

* 琉球大学文理学部生物学教室
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XI. No. 3， De氾ember1963. 
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104 五車 類第 11巻 第3号昭和 38年 12月

Sphacelariaceae クロガシラ 1斗

Sthacelm叩 furcigeraKUETZING ワイジガタクロガシラ

(1855) p. 27， pl. 90，匂 2;T A YLOR (1928) p. 105; BOERGESEN (1941) p. 46， 

五g.21; LUND (1947) p. 29，自g.5; DAWSON (1954) p. 400， fig. 14-h. 

iii~体はホンダワラ類の茎上 (Fig.1) 或は岩 liJ!.\IC叢生する。 ホンダワラ類

の茎上に着生するものでは基部細胞から出る術旬状仮根によって付着してい

るのが普通であっで，基部細胞を宿主の組織に穿孔させてい る場合が観察さ

れた (Fig.2， A)。直立校の而さ は1cm内外で不規則lζ分岐する。 直立校の

直径は25-50μ。

今までに得られた各地の採集物には Y字状の propagulaのみが観察さ

れただけである (Fig.2， B)o propagulaの柄は頂端にかけて多少太くなり ，

その長さは通常 250μ (400μ に達する)，径は中央:附J!iにお いて 30μ に達す

る。角状の部分は通常 360μ 長くその径は 23-39μ。

Fig. 1. S，ρhacelaria jim:igera Fig. 2. S，ρhacelaria jlll・'C/gera

KUETZING KUETZING 
Th巴 plants巴piphytec1enscly on A， part of the thallus with twu 

the titem of Saぽ ω掛川叩 propagula. x75.-B， basal part 
inserting into the outer tissu巴

of the host. x 37. 

本種が本邦IζE主するか否か岡村博士(日本海藻誌， p. 152)は疑問を抱い

ておられるが，同著書lζ産地として挙げてあ る琉球に於て筆者は本聴を確認

することができた。なお HEYDRICI-I(1894)は小笠原諸島から本植を報告 して
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おり， 更に琉球列島に隣接する台湾から変種である var.tenuis Y AMADA 
(1941)が報告されてい る。 ζのような事から本題は本邦亜熱帯の海域lζ広く

分布しているもの と考え られる。

産地 ; タイドプーノレの倣上に生育，伊是名島以上布 (No.1981)。潮間帯

下部に生育するホ ンダ ワラ 属の一種の茎上 lζ密生，沖~:!~島与那城 (No.1011)，

百名 (No.1012)。 タイドプーノレに生育するラッパモク の茎上にグンセンクロ

ガシラ等 と密生， 宮古池間島 (No.1894)。

Endocladiacea巴 フノリ 科

GloioJりelusfiμ・calaPOSTELS et RUPl(ECHT フクロフノ リ

in OKA.t¥lfURA (1927) p. 164， pl. 244; (1936) p. 562， hg. 264 ; 

~Jü族 (1951) p. 1， hg. 2 ;術iJI[(1956) p. 80， pl. 47， No. 374 

謀体は円柱状，III~:~ で 5cm 

の言:jさlζ達ーするが 3cm内外の

ものが最も斡通であり ，太い所

で径は 2.5ml11以 下である。 体

は不規則』ζ叉状[ζ分岐し，校の

先端にかけて次第に細くなる。

分岐点lζはくびれが殆んど見ら

れない。 NAGAl(1941)が矧祭 し

ているよう に雌性の藻休はIlli分 £

胞子体に比較して知ーく刻11くなる

傾向が見られる (Fig.3)。

ヌ|三種は日 本列島』ζ於て北は

千島 (NAGAI，1941)， 耕太 (TO-

Fig. 3. GL01:ojJeLtis jurcata POSTELS et 
PUPRECHT 

Fruiting female plants in the upper row 

ancl th巴 tetrasponじ onesin the 101'.'巴r

KlDA，1954)から南は琉球列島の与論島 (田 中， 1960)まで分布しており， 沖

縄島の北部やそれに近按するい是名l誌に南限のある乙とを知った。

産地 . 均l間帯・上部の打而』ζ生141;，伊是名J制'['111(No. 190281， No. 1903 

S() ;沖縄島甑屋 (No.184981， No. 1850♀)。

RhodYl11eniaceae ダノレス 科

Coelothrix irregularu (HARVEY) BOERGESEN ニセイバラノリ(新称)

(1920) p. 389，五gs.373-374; TAYLOR (1928) p. 160， pl. 22， fig. 19; pl. 23， 
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106 五車類第 11巻第3号 /1日和 38年 12月

五g.18; (1960) p. 488， pl. 45，五g.3; pl. 46，五g.4; Cordylecladia? 

zrregμlaris I-IARVEY (1853) p. 156; I-IEYDRICI-[ (1894) p. 294. 

体は緩く或は僚にからみ合い，クッション状lζ拡がる。体は梢硬く，円柱

状，下部は分岐して11'0包l状になり所々から束状の仮根を出して基物lζ付着す

る。itI立状の校は不規則に分l岐し，所々から出る来状の仮根でもって互に付

着し合う (Fig.5， A)。 主校の直径は 0.5-0.7mm 位であり先端にかけて~lYi次

細くなる。藻体は外形的にイバラノリ 属の種類に似ている (Fig.4)。 桝造的

{ζ体は (:~I~で、あり，楕円形一円形の巾 15-23μ， 長さ 20-47μ の一層の表皮

細胞と凹~五聞の桁円形一円形の 11118- 58μ の細胞からなる 柔組織(杭断

面)，それに内腔に向ってl協和l胞を突出した構造から成立っている (Fig.5，

C-D)。

生殖器官は宮古!誌の採築物lζ{主犯四分胞子裂が観察されただけである。

小枝の先端が桁円状lζ膨らみ stichidium状になり， その 111は450-500μ，

長さ 1000-1150μ (Fig.5， B)。

産地朝間待下部のタ イドプーノレlζ生子Jするラッパモクの根元にから

=珂翠診

叩!町~郷町即時.tkむよ滅、ノーすず)
ム r. J <J :> 1)帽園田.!. Fig. 5. Coelot/IIω irregula.ris (I-IARVEY) 

Fig. 4. Coelothrix irreg.ula.ris 

(I-JARVEY) BOERGESEN A， habit of a fragment of th巴 thallusshowing 

two branches with anastomose. X O.8.-B， two 
stichiclia. x2.-C， cross section of the thallu話

showing two glancl cells in the cavity人 x32.-

D， longituclinal section of th巴 thallus.x 43. 
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み合う，沖縄島与那原 (No.732); タイドプールlζ生育，伊差浜 (No.1575)。

久米島間泊(山里清氏採集， No.1534)。潮間帯下部の礁上に生育，宮古島ト

リバー (No.1246);久松(下地正純氏採集， No.1603)。

本種の本邦l乙関する記録として HEYDRICH(1894)は Cordylecladia? 

か'regularisの学名で宮古島から報告しているが，本種が本邦lこ産するかど

うか，その後本邦器類学者によって確認されていないために本種は岡村金太

郎著「日本海藻誌」に掲載されず，また現在まで本種の生育については確認

されずになっている。一方，本邦を typelocalityとする Sphaerococcus

r弦ensC. AG. (1822)と Coelothrixirregularisとの関係について色々と論議

されており，なかでも KYLIN(1931)は].AGARDHの標本の中に争haero-

coccus rigensが見出されないために Coelothrixirregularisと同ーのもので

あるかどうか解決の可能性がない乙とを述べている。

Coelothrixの分類学的位置は婆果の構造が不明のまま，体構造と四分

胞子議の分裂の方法に基づき Rhodymeniaceae(BOERGESEN 1920， '44， '50; 

KYLIN 1956)，または Champiaceae(T A YLOR 1960)に置かれている。 Rhody・

meniaceae IC:置かれる理由として体の構造が ChrysymeniaIL:近いとと由。

ERG田町 1920，'44)，および四分胞子嚢が十字状lζ分裂する乙と (BOERGESEN

1950; KYLIN 1956)等が挙げられよう。一方， TAYLORは体の中空の部分に

filamentが屡々観察されると述べており，更に四分胞子謹が tetrahedral養 lζ

分裂する乙とを属の特徴として本種を Champiaceae，こ置いている。 いず

れにせよ謹果の構造が明らかにされた上で分類学的な位置付けが解決され

よう。

終に臨み懇篤なる御指導を賜った北大理学部山田幸男教授に謹んで感謝

の意を表する。また材料を提供下さった山里清助教授，南部農林高等学校下

地正純氏lζ謹んで御礼申し上げる。

Summary 

In this paper the following five marine algae including two species of Chloro-

phyceae， one species of Phaeophyceae， and two species of Rhodophyceae from the 

* KYLIN (1931)は四分胞子裂が tetraedrisch11:分裂する乙とを述べているが，根拠の

ないものである乙とを BOERGESEN(1944)は KYLINの私信をもって明らかにして

いる。 BOERGESEN(19印)は Coelothrixindi・caの四分胞子褒の分裂を観察して次

のように述べている。 “…some being tetrahedrally divided， but most of them 
cruciately or more irregularly，… 
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southern Ryukyu Islands， Japan， are reported; 
Letterstedtia japonica HOLMES 

Hab.: Hedo， Okinawa-jima (No. 1071). 
Ulva fasciata DILlLE 

Hab.: Komesu， Okinawa-jima (No. 1930). 
Sphacelaria fit1-cigera KUETZING (Figs. 1-2). 

Hab.: Gus釦uku-z姐a位耐ki，Izen瑚la-仲na凶a(倒No.1981); Yo∞na祖a邸shiroand Hy抑akun江ma，Okinawa-
jima (Noωs. 1011， 1012); Ikema-jima， Miyako (No. 1894). 
Gloiopeltis fu.rcata POSTELS et RUPRECHT (Fig. 3). 

Hab.: Nakada， Izena-jima (Nos. 1902， 1903); Shioya， Okinawa-jima (Nos. 1849， 

1850). 

Coeloth巾 irregulal-is(HARVEY) BOERGESEN (Figs. 4-5). 

Hab.: Yonabaru and Isahama， Okinawa-jima (Nos. 732， 1575) ; Madomari， Kume-

jima (No. 1534); Triba and Hisamatu， Miyako-jima (Nos. 1246， 1603). 
This species， which was previously reported as Cordylecladia? in-egularis 

HARVEY from Miyako-jima， Ryukyu Islands， Japan by HEYDRICH (1894)， has been 

omitted from the marine flora of Japan. However， the present writer rea伍rmed

some inhabitations of the species in the present region and found that this species 

may be added to the marine flora of Japan. 
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佐渡海峡の海藻*

野田光蔵紳

M. NODA: 00 the Marioe Flora of Sado 
Straits io the Japao Sea 

佐渡島を本州本土から距つる佐渡海峡には北上する対馬暖流の分流が入

り，また本土から信濃川の分水流が流れこんでいる。昭和 29年以来，佐渡海

挟沿岸にて確め得た海藻の種類は凡そ 227種に達した。佐渡海峡lζ面する本

州本土の海岸線は単純で褐藻の種類貧弱で所産の海藻は 169種が得られた。

佐渡島沿岸について云えば，東西両沿岸lζ共通するもの 113種，外海IC面す

る西海岸lζ185種，佐渡海峡lζ面する東海岸に 222種を産し，佐渡海峡はそ

の種類に富んでおり，また他の沿岸l乙は見られない種類が 109種に達し，種

類や分布上から見て興味ある地帯である。

一佐渡島|佐渡海峡|締{西海岸)I共通種 lV同
藍 藻 19 11 8 2 

緑 潔 19 20 12 13 

褐 藻 63 50 33 33 

紅 藻 121 104 60 121 

計 222 185 113 169 

総じて緑藻類は佐渡島の両沿岸にては大差ないが，外海lζ雨する西海岸

lζ見られるハヒミ Jレ (Codiumadhaerens)は佐渡海峡には見られない。共通

* 第 25回大会，日本植物学会 (1960，11)にて発表.

紳新潟大学理学部

The Bulletin of Japaoese Society of Phycology Vol. XI. No. 3， December 1963. 
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